
麻生区区民会議 第２回環境・緑化部会 議事要旨 

    

１ 開催日時 平成２２年１１月２９日（月）午後２時００分～４時１０分 

 

２ 開催場所 麻生区役所第５会議室 

 

３ 出席者  [委員] 

天野委員、大髙委員、梶委員、勝田委員、金光委員、髙瀨委員、 

東川委員、福田委員、山崎委員 

 [事務局] 

安生企画課長、阿部企画課担当係長、飯島 

 

４ 傍聴者  ０人 

 

５ 議 事 

（１） 調査審議課題の選定等について 

  【説明事項】 

・ 事務局から、資料１を用いて提案課題に対する市・区・関係団体の取組事例等について説

明 

  【主な意見】 

  ・「環境」といってもテーマが広く、団体または市・区が主体的に行うものや協働で行うもの

など多様である。どこを主体とするのか。→ 基本的には行政と協働で区民が主体的に取り

組むことを考えればよいのでは。 

  ・黒川の山林を緑地保全のため市が買い取っているが、あまり手が入れられていないようだ。

今後どうのように保全していくのか考えないといけない。 

  ・民有地の農地の活用は難しい。岡上では農業ボランティアを募集していると聞いた。 

  ・具体的な取組提案を各委員が行った後に課題を絞り込んではどうか。 

  【各委員の取組提案】 

  ・第２期区民会議で取り組んだ生ごみリサイクルを推進したい。王禅寺処理センターの建替え

で、東京農大のような生ごみリサイクルプラントを設置できないかと要望したが難しかった。

ただ、リサイクルパークあさおに設置をするためには、今が取り組むチャンスである。他に

もリサイクルの方法は多くあり、自治会でモデルケースを実施してもらうなどが考えられる。 

  ・市街化調整区域を活用して、笠間市で行っている宿泊施設付き市民農園（クラインガルデン）

のような取組ができないか。 

  ・第１、２期の区民会議で「農」を取り上げていたので、第３期は里地里山の保全に取り組ん

ではどうか。 

  ・早野地区は環境が良いところであり、里地里山の保全をもっと行いたいが市に止められた。

早野聖地公園の周辺の緑地保全は大変である。 

  ・緑の保全のため、目標を立ててみんなで取り組むことが考えられる。そのためのネットワー

クづくりや広報が必要である。調査を行ってルールづくりをしてはどうか。 



  ・ＣＯ２削減のため環境家計簿の取組を広めたい。他にもエコドライブの推進、自転車の利用

推奨、街路樹を増やす運動、家の塀を緑化するなどの取組を考えたい。 

  ・里山ボランティア制度など緑を守る取組や活動団体のネットワークづくりを考えたい。市政

だよりでボランティアを募集した時に１００人ぐらい集まったので効果的な広報が必要で

ある。 

  ・各地域の活動団体、農家、区民のつながりをつくってはどうか。そのための制度づくりを考

えたい。 

【取組提案に対する意見】 

  ・クラインガルデンはこれだけの農地を確保するのが困難である。また、数年前とは状況が異

なり、セレサモスなどによって農業を続けようという農家が増えてきた。市の推進するグリ

ーンツーリズムや農業振興地域の計画ともずれがあり難しいのではないか。 

  ・緑の保全活動団体のネットワークは必要なのか。団体ごとに本拠地があるのでいらないので

は。→ 各団体で行っているよい点を他の団体に伝えて取り入れてもらうようなネットワー

クづくりは必要ではないか。現在は「里山フォーラムinあさお」ぐらいしかネットワークが

ない。 

  ・緑地の保全といっても相続などにより宅地化せざるを得ない場合もあるのでは。→ 広範囲

ではなく、いま残っている緑の保全を考えていけばよい。 

  【テーマの設定】 

  ・１つめのテーマを「（仮称）エコ活動」とする。具体的な取組については、①生ごみリ 

サイクルのシステムづくり、②環境家計簿を通じたＣＯ２削減活動など、の２つがあるため、

次回の専門部会において今後の展望や展開を検討して決定していく。 

  ・２つめのテーマを「（仮称）グリーンアップ」とし、農と緑の保全のためのネットワークの

拠点づくりなどについて検討していく。 

 

（２）（仮称）「エコのまち麻生」啓発用パンフレットについて 

・議題（１）により会議終了時間となったため、参加可能な委員６名により検討を行い、掲載

データを決定した。 

【説明事項】 

・事務局から、資料２を用いて各委員の方からの意見募集結果並びに構成（案）等について説

明 

【主な意見】 

 ・大きな地図やデータよりも、エコの事例紹介を多く掲載した方がよい。 

  ・エコ活動の啓発用パンフレットなので、身近な取組を中心に事例を選択した方がよい。 

・パンフレットの効果的な広報手段を今後の検討課題とする。学校配布や活動団体を通じた配

布などが考えられる。 

  ・名称は「エコのまち麻生」～身近なエコについて考えよう～とする。 

 

（３）その他 

  ア 次回の部会開催について 

  ・平成２３年１月１３日（木）午後２時から、区役所会議室にて開催 


